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とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設け

られていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生徒が

課外の時間に「外」に出て、各教科の高度な学びを基盤としつつ、主体的に自己の進路や目標と結

び付けながら「問い」の解決を行っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」

7月16日

1年生：修学旅行事前学習によりお休み

2年生：探究テーマ レビュー会

3年生：ABLE Timeの課題

では

「舟入の探究」

Topics
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〈2年生〉

〈3年生〉
　今日は外部連携の準備として、舟入高校の現状をまとめるためにブレイ

ンストーミングを行いました。

　本来、ブレストは新しいアイデアを生み出すための手法ですが、今回は

「舟入高校のABLEに対する、生徒の印象は？」ということをまとめたか

ったので、私たちはABLEのイメージをたくさん出しました！結果として、

私たちはABLEの印象について、「教育的な意義は大きいが、生徒がABLE

に興味を持ち、自分から取り組むことが難しい」ということが見えてきま

した。

　次回はアンケートなどを集計して、さらにABLEについて掘り下げてい

きます！

▲2年生の活動風景。発表準備

をしています。

　 2年生は、前回に引き続き、探究計画書のレ

ビュー会を行いました。

　前回は同じ分野で探究しているグループ同士

で計画書のよかった点や改善すべき点を付箋を

用いて伝え合いました。しかし、今回はそれを

分野が全く異なるグループ同士で行いました。

　他分野の探究計画書を見ると、異なるテーマ

ならではの実験計画や面白い視点からの問いが

作られており、刺激を受けました。また、活動

後のフィードバックの時間では自分たちにはな

かった視点での改善点を見つけることができま

した。これからの活動にさらに拍車がかかりそ

うです。

　次回はこのフィードバックを受けた上で探究

計画書の見直しを行います。


